
加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

１　

日
本
赤
十
字
社
か
ら
の
お
礼
状

　

株
式
会
社
エ
イ
チ・

ユ
ー
（
以
後
、
弊
社
）
で
は
、
販
売
し
て

い
る
「
法
政
大
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
『
法
政
水
』

（
以
後
、
法
政
水
）」
の
売
り
上
げ
の
一
部
（
１
本
90
円
で
販
売
し
、

う
ち
10
円
）
を
、
日
本
赤
十
字
社
へ
「
東
日
本
大
震
災
義
援
金
」

と
し
て
寄
付
し
て
い
る
が
、
そ
の
金
額
が
１
０
０
万
円
を
超
え
た

こ
と
に
よ
り
、
２
０
１
５
年
２
月
に
学
校
法
人
法
政
大
学
と
共
に
、

日
本
赤
十
字
社
か
ら
お
礼
状
を
頂
い
た
。
法
政
大
学
の
田
中
優
子

総
長
は
そ
の
際
、「
今
後
も
『
法
政
水
』
を
通
し
て
被
災
地
を
ご
支

援
す
る
と
と
も
に
、
学
内
に
お
け
る
減
災
の
意
識
を
高
め
て
い
く

よ
う
努
め
ま
す
」
と
話
し
た
。
法
政
大
学
の
１
０
０
％
出
資
子
会

社
と
し
て
設
立
さ
れ
た
弊
社
と
し
て
は
、
非
常
に
喜
ば
し
い
出
来

事
で
あ
っ
た
。

２　

義
援
金
に
よ
る
被
災
地
支
援
活
動
の
経
緯

　

な
ぜ
、「
法
政
水
」
の
売
り
上
げ
の
一
部
を
こ
の
よ
う
な
形
で
義

援
金
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

法
政
大
学
に
は
、
マ
ス
コ
ミ
を
志
望
す
る
学
生
の
た
め
の
「
法

政
大
学
自
主
マ
ス
コ
ミ
講
座
」
と
い
う
団
体
が
あ
り
、
そ
こ
に
所

属
し
て
い
た
有
志
学
生
３
名
に
よ
る
声
が
発
端
で
あ
っ
た
。

　
「
自
主
マ
ス
コ
ミ
講
座
の
仲
間
の
一
人
が
被
災
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
が
発
案
の
き
っ
か
け
。
震
災
支
援
で
学
生
が
で
き
る
こ
と
は
意

外
に
限
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
中
で
、
な
る
べ
く
負
担
の
少
な
い
形

で
、
か
つ
５
年
10
年
と
長
期
ス
パ
ン
で
支
援
で
き
る
方
法
と
し
て

考
え
た
」
と
、
有
志
の
一
人
は
そ
の
理
由
を
語
る
。

　

大
学
側
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う

な
学
生
の
声
を
何
と
か
実
現
さ
せ

よ
う
と
所
管
部
で
検
討
し
た
結
果
、

弊
社
に
話
が
持
ち
込
ま
れ
た
。
弊

社
で
も
被
災
者
支
援
へ
の
取
り
組

み
に
賛
同
す
べ
き
と
し
、
ま
た
、

株
主
で
あ
る
法
政
大
学
と
そ
の
関

係
者
の
思
い
を
汲
み
取
る
こ
と
が

「
法
政
水
」
に
よ
る 

被
災
地
支
援
活
動

［
法
政
大
学
］

田
中 
修
司
●
株
式
会
社
エ
イ
チ・

ユ
ー 

代
表
取
締
役
社
長

《
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
編
》
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弊
社
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
で
あ
る
た
め
、
支
援
活
動
に
協
力
す

る
に
至
っ
た
。

３　
「
法
政
水
」
の
製
品
化
に
つ
い
て

⑴
　
弊
社
の
設
立

　

弊
社
は
法
政
大
学
の
教
育
と
研
究
を
サ
ポ
ー
ト・

発
展
さ
せ
る

た
め
に
２
０
０
１
年
に
設
立
さ
れ
、
今
年
度
で
15
期
目
と
な
る
。

　

現
在
で
は
、
①
総
合
管
理
事
業
②
物
品
販
売
事
業
③
学
生
サ
ー

ビ
ス
事
業
④
教
育・

イ
ベ
ン
ト
事
業
⑤
印
刷
事
業
を
主
要
５
業
務

と
し
て
位
置
づ
け
、
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
「
法
政
水
」
は
、

物
品
販
売
事
業
の
一
つ
と
し
て
自
販
機
に
よ
る
学
生
向
け
販
売
の

ほ
か
、
卒
業
生
の
方
々
へ
の
直
販
、
全
国
の
後
援
会
や
校
友
会
行

事
な
ど
へ
の
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

⑵
　「
法
政
水
」
製
品
化
の
経
緯
と
実
績

　
「
法
政
水
」
は
２
０
１
０
年
、
主
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
来
場

者
配
付
用
と
し
て
企
画・

製
品
化
さ
れ
た
。
詳
し
い
資
料
は
残
っ

て
い
な
い
が
、
２
０
１
０
年
以
前
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

大
学
生
協
の
協
力
を
得
て
高
校
生
に
飲
料
水
を
配
付
し
て
い
た
が
、

「
法
政
大
学
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
飲
料
水
を
配
れ
な
い
か
」
と
い
う
要
望

が
あ
っ
て
、
当
時
い
く
つ
か
の
大
学
で
製
品
化
さ
れ
て
い
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
参
考
に
「
法
政
水
」
が
企
画・

製
品
化
さ

れ
た
。

　

当
初
の
目
的
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
配
付
用
で
あ
っ
た
が
、

手
売
り
も
併
せ
る
と
初
年
度
か
ら
３
万
８
０
０
０
本
を
売
り
上
げ
、

毎
年
順
調
に
増
加
し
て
、
２
０
１
５
年
度
は
12
月
末
時
点
で
４
万

３
０
０
０
本
の
販
売
総
数
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
当
初
の
目
的

と
は
異
な
っ
て
学
生
向
け
の
売
り
上
げ
の
比
率
が
高
い
こ
と
が
特

徴
で
あ
る
。

　

ラ
ベ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
も
３
度
変
更
し
、
現
在
は
法
政
大
学
公
認

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
え
こ
ぴ
ょ
ん
」
を
あ
し
ら
っ
た
可
愛
い
デ
ザ
イ

ン
で
、
12
月
末
時
点
で
の
義
援
金
総
額
は
１
４
７
万
４
８
０
１
円

と
な
っ
て
い
る
。

４　
「
法
政
水
」
と
義
援
金
活
動
の
今
後
の
展
開

　

義
援
金
活
動
の
当
初
の
目
的
で
あ
る
長
期
的
な
継
続
と
同
時
に
、

義
援
金
額
を
増
や
し
て
い
く
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
法

政
大
学
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
法
政
大
学
関
係
者
以
外
に

販
売
す
る
こ
と
は
現
実
的
に
は
難
し
く
、
限
ら
れ
た
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
い
か
に
売
上
を
伸
ば
す
か
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ

れ
を
達
成
し
、
義
援
金
額
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
、
被
災
地
支

援
に
留
ま
ら
ず
、
法
政
大
学
お
よ
び
関
係
者
や
弊
社
に
と
っ
て
の

幸
福
度
を
高
め
る
も
の
と
考
え
る
。
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南
禅
寺
の
湯
豆
腐
の
ま
ろ
や
か
さ
、
三
千
家
の
茶
道
の
わ
び
、

華
や
か
な
色
模
様
の
友
禅
流
し
、
伏
見
の
吟
醸
酒
一
滴
の
フ
ル
ー

テ
ィ
な
香
り
と
キ
レ
…
…
。
京
を
代
表
す
る
こ
う
し
た
歴
史
的
な

遺
産
に
共
通
す
る
の
は
、
古
都
の
地
下
に
眠
る
膨
大
な
量
の
名
水

だ
。
そ
れ
を
２
０
１
０
年
９
月
、
関
西
大
学
と
京
都
市
伏
見
区
の

醸
造
元
、
月
桂
冠
㈱
が
共
同
で
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
し
て
世

に
出
し
た
。
１
本
１
０
０
円
の
「
自
然
の
秀
麗
」
で
あ
る
。

　

事
業
の
基
に
な
っ
た
の
は
、
関
西
大
学
の
楠
見
晴
重
学
長
を
中

心
と
し
た
地
盤
環
境
工
学
研
究
室
の
「
京
都
水
盆
」
に
関
す
る
研

究
だ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
京
都
盆
地
は
固
い
岩
盤
の
上
に
分

厚
い
砂
れ
き
層
と
粘
土
層
の
互
層
が
あ
り
、
特
に
砂
れ
き
層
に
多

く
の
地
下
水
が
賦
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
量
は
琵
琶
湖
の
水
量 

（
２
７
０
億
ト
ン
）
に
匹
敵
す
る
２
１
１
億
ト
ン
。
巨
大
な
地
下
ダ

ム
と
も
言
え
、
名
水
を
た
っ
ぷ
り
含
ん
だ
大
き
な
ス
ポ
ン
ジ
の
上

に
古
都
が
ぽ
っ
か
り
浮
か

ん
で
い
る
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
だ
。

　

こ
の
地
下
水
を
古
く
か

ら
利
用
し
て
い
る
の
が
京

都
市
伏
見
区
の
日
本
酒

メ
ー
カ
ー
だ
。
灘
と
並
ぶ

酒
ど
こ
ろ
だ
が
、
使
用
す

る
地
下
水
の
水
質
は
異
な

る
。
灘
の
「
宮
水
」
は
硬

水
だ
が
、
伏
見
の
は
「
軟

水
～
中
硬
水
」。
こ
の
差
か

ら
、
辛
口
の
「
灘
の
男

酒
」、
淡
麗
な
「
伏
見
の
女

酒
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

そ
ん
な
伏
見
の
醸
造
元

が
不
安
に
駆
ら
れ
た
の
が
、

２
０
０
６
年
ご
ろ
に
計
画

さ
れ
た
京
都
市
の
下
水
道

京
都
生
ま
れ
の
「
自
然
の
秀
麗
」

―
酒
蔵
の
仕
込
み
水
で
地
域
貢
献

［
関
西
大
学
］深

井 
麗
雄
●
学
校
法
人
関
西
大
学
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

《
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
編
》

南西から見た京都水盆の３次元シミュレーション
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整
備
だ
っ
た
。
伏
見
区
を
東
西
に
横
切
る
「
大
手
筋
」
の
地
下
20

メ
ー
ト
ル
に
、
直
径
３
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
巨
大
な
下
水
管
を
埋
設

す
る
と
い
う
。
古
都
の
伏
流
水
は
北
東
か
ら
南
西
に
流
れ
る
か
ら
、

こ
の
計
画
は
清
冽
な
水
脈
を
巨
大
な
下
水
管
で
真
横
か
ら
串
刺
し

に
す
る
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。「
地
下
水
が
枯
れ
る
の
で
は
な
い

か
」「
工
事
で
濁
る
の
で
は
」。
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
と
不
安
を
抱
い

た
醸
造
各
社
が
楠
見
研
究
室
に
駆
け
込
み
、
調
査
を
依
頼
し
た
。

京
都
市
も
協
力
し
、
結
局
、
大
き
な
影
響
は
な
い
と
わ
か
っ
て
一

安
心
だ
っ
た
。

　

こ
の
調
査
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
２
０
０
９
年
12
月
、
関 

西
大
学
と
伏
見
酒
造
組
合
が
地
下
水
利
用
と
環
境
保
全
に
関
す
る

共
同
研
究
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
連
携
協
定
を
結

ん
だ
。
継
続
的
な
調
査

に
よ
っ
て
地
下
水
の
保

全
や
水
質
管
理
を
行

い
、
併
せ
て
活
力
あ
ふ

れ
る
地
域
づ
く
り
と
大

学
の
活
性
化
を
目
指
す

協
定
だ
。

　
「
自
然
の
秀
麗
」
は
そ

の
事
業
の
一
環
と
し
て

地
下
水
を
利
用
す
る
も

の
で
、
月
桂
冠
の
酒
造

り
に
欠
か
せ
な
い
「
仕

込
み
水
」
を
商
品
化
し
た
。
名
称
は
研
究
室
の
学
生
と
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
浮
か
ん
だ
フ
レ
ー
ズ
で
、
関
西
大
学
学
歌
の
冒
頭
の
一
句

か
ら
と
っ
た
。
く
せ
が
な
く
ま
ろ
や
か
味
な
の
で
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー

に
も
適
し
て
お
り
、
も
ち
ろ
ん
料
理
に
は
ぴ
っ
た
り
だ
。
関
西
大

学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
売
店・

自
動
販
売
機
、
月
桂
冠
大
倉
記
念
館
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
な
ど
で
購
入
で
き
る
ほ
か
、
大
学
の
各

種
イ
ベ
ン
ト
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。

月桂冠大倉記念館（京都伏見区）でも販売中

京都水盆の調査を続ける
楠見学長と学生たち
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「
慶
應
の
水
」
は
、
社
会・
地
域
連
携
活
動
に
関
す
る
慶
應
義
塾

の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
（
以
下
、

Ｓ
Ｆ
Ｃ
）
の
学
生
と
玉
村
雅
敏
研
究
室
が
行
っ
た
富
士
山
麓
（
山

梨
県
富
士
吉
田
市
）
の
地
下
水
を
用
い
た
地
域
活
性
化
に
関
す
る

調
査
研
究
や
、
鹿
園
直
建
理
工
学
部
名
誉
教
授
に
よ
る
富
士
吉
田

市
の
地
下
水
の
水
質
や
年
代
な
ど
に
関
す
る
調
査
研
究
の
成
果
を

基
に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
売
上
は
奨
学
資
金
に
活
用

さ
れ
、
売
上
本
数
に
応
じ
て
製
造
会
社
か
ら
富
士
吉
田
地
域
の
活

性
化
に
取
り
組
む
財
団
に
寄
付
さ
れ
て
い
る
。

　

慶
應
義
塾
は
、
２
０
０
７
年
に
山
梨
県
お
よ
び
富
士
吉
田
市
と

連
携
協
定
を
締
結
し
、
富
士
北
麓
の
環
境
や
文
化
を
基
軸
に
、
価

値
の
創
造
と
地
域
づ
く
り
、
実
学
の
促
進
を
行
っ
て
き
た
。
具
体

的
に
は
、
富
士
吉
田
市
に
お
け
る
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
共

同
研
究・

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
大
学
院
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

授
業
、
農
業
体
験
学
習
（
湘
南
藤
沢
中
等
部
）
な
ど
を
実
施
し
て

き
た
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
学
生
が
富
士
吉
田
市
と
協
働
で
、

研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化

方
策
の
調
査
研
究
」
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
取
り
組
み
か
ら
、

水
は
地
域
の
文
化
や
産
業・

食・

生
活
な
ど
の
根
幹
を
支
え
て
き

た
大
切
な
地
域
資
源
で
あ
る
こ
と
や
、
富
士
吉
田
市
の
水
は
雄
大

な
富
士
山
の
自
然
が
培
っ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
高
い
潜
在
力
を

有
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
を
し
、
２
０
１
２
年
３
月
、
水
を
介
し

て
人
々
の
結
び
付
き
や
絆
を
活
性
化
し
、
地
域
が
抱
え
る
問
題
の

解
決
の
き
っ
か
け
を
生
み
出
す
さ
ま
ざ
ま
な
仕
組
み
づ
く
り
を
提

案
し
た
。

　

そ
の
提
案
の
一
つ
と
し
て
、
富
士
吉
田
市
で
取
水
さ
れ
る
地
下

水
を
用
い
た
慶
應
義
塾
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
提
案
さ
れ
た
。

そ
れ
は
、
慶
應
義
塾
の
社
中
（
慶
應
義
塾
で
は
学
生
や
卒
業
生
、

教
職
員
な
ど
の
つ
な
が
り
を
社
中
と
呼
ぶ
）
に
日
常
的
に
利
用
す

る
水
を
届
け
る
こ
と
で
、
①
慶
應
義
塾
の
絆
づ
く
り
に
寄
与
す
る

②
学
生
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地

域
か
ら
届
く
、
品
質
が
高
い
水
を
日
常
的
に
利
用
す
る
こ
と
で
、

連
携
地
域
へ
の
親
近
感
の
醸
成
や
支
援
を
行
う
③
学
生
が
社
会
に

社
中
と
域
学
の
絆
を
強
め
る 

「
慶
應
の
水
」

［
慶
應
義
塾
大
学
］

玉
村 
雅
敏
●
慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授

《
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
編
》
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応
え
る
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
売
上
を
奨
学
資
金
に
す
る
④
連
携

地
域
に
よ
る
研
究
成
果
を
学
生
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
⑤
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
コ
ン
セ
プ
ト
を
明
確
に
し
た
ボ
ト
ル
を
製

作
す
る
な
ど
の
提
案
で
あ
っ
た
。
学
生
の
提
案
は
、
自
分
た
ち
が

日
常
的
に
消
費
す
る
水
の
恩
恵
に
気
付
き
、
そ
れ
に
応
え
る
、
地

域
に
根
ざ
し
た
実
学
を
自
ら
実
践
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
想
い
を
形
に
す
る
た
め
に
、
２
０
１
２
年
度
に
学
生
、
教

職
員
、
卒
業
生
、
地
域
の
方
々
が
と
も
に
検
討
を
重
ね
、
翌
年
に

生
ま
れ
た
の
が
「
慶
應
の
水
」
で
あ
る
。
富
士
吉
田
市
で
採
取
さ

れ
た
水
を
用
い
て
、
富
士
山
麓
の
環
境
保
全
や
文
化
活
動
、
周
辺

地
域
の
振
興
に
対
す
る
願
い
を
込
め
、
慶
應
義
塾
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
ラ
ベ
ル
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
誕
生
し
た
。
そ
の
売
り
上

げ
は
学
生
の
奨
学
資
金
に
充
て
る
も
の
と
し
た
。
ま
た
、
一
般
財

団
法
人
富
士
吉
田
み
ん
な
の
貯
金
箱
財
団
に
、
製
造
会
社
か
ら
１

本
あ
た
り
１
円
が
寄
付
さ
れ
、
富
士
吉
田
の
地
域
活
性
化
な
ど
に

活
用
す
る
も
の
と
し
た
。
な
お
、
同
財
団
は
、
慶
應
義
塾
大
学
の

学
生
提
案
を
受
け
て
、
市
民
が
中
心
と
な
り
、
地
域
の
諸
団
体・

組
織
が
連
携
し
て
「
み
ん
な
で
貯
め
て
、
み
ん
な
で
進
め
る
地
域

活
動
を
支
援
す
る
」
と
の
趣
旨
で
発
足
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
慶
應
の
水
」
は
、
慶
應
義
塾
大
学
の
各
キ
ャ
ン
パ
ス
や
主
要
拠

点
の
自
販
機
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
お
り
、
学
生
や
教
職
員
ら
の
日

常
的
な
利
用
や
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
来

場
者
に
配
布
、
公
式
グ
ッ
ズ
の
通
信
販
売
を
通
じ
て
卒
業
生
や
卒

業
生
団
体
が
購
入
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
で
配
布
す
る
な
ど
、

広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
25
周
年
デ
ザ
イ
ン
の
「
慶

應
の
水
」
も
製
作
さ
れ
て
い
る
。

　
「
慶
應
の
水
」
は
、
そ
の
提
案
や
検
討
の
プ
ロ
セ
ス
、
利
用
場

面
、
売
り
上
げ
金
の
活
用
な
ど
に
お
い
て
、
慶
應
義
塾
の
社
中
や

域
学
連
携
の
絆
や
つ
な
が
り
を
強
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

慶應の水
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